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Organizing Societies
 American Welding Society (AWS)
 Japan Welding Society (JWS)
Conference Co-chairs
 Toshihiko Koseki, The University of Tokyo, Japan
 Stan David, Oak Ridge National Laboratory, USA
 Tarasankar DebRoy, Penn State University, USA
 Thomas J. Lienert, Los Alamos National Laboratory, USA
 Akio Hirose, Osaka University, Japan
Welcome to Tokyo in 2016
The 10th International Conference on Trends in Welding Research
will be held from October 11 to 14, 2016, in Tokyo, Japan, for the
first time outside of USA. The conference covers not only the
fundamental science of welding and joining but a wide variety of
applications of welding and joining different materials in different
industries, which include various approaches of theoretical
analysis, experiments and numerical simulations. Also, the
conference aims to provide a wonderful opportunity of technical
discussions, having leading welding and joining scientists and
engineers from all over the world. The 9th International Welding
Symposium of Japan Welding Society will be jointly held during

the conference. So, we cordially invite you to the conference and
hope that you will enjoy the technical discussions at the
conference and also the best season of Japan.
Topics to be Covered
 Fundamentals and applications of welding and joining processes
 Microstructure and metallurgical behaviors in welds
 Weldability of different materials
 Weld properties and performances
 Residual stress and distortion in weldments
 Monitoring, sensing and controls of welding
 Testing and inspections for weld integrity
 Welding practices in industries
 Modeling and simulation of weld behaviors
Important Dates
 March 31, 2016 Abstract Submission 
 June 30, 2016  Full Paper Submission
 May 31, 2016  Pre-registration (Early)
 September 2, 2016 Pre-registration (Regular)
For More Information
Visit the following website, http://trends2016.org/
For Contact
Trends2016 Secretariat:
Mita MT Bldg. 8F, 3-13-12 Mita, Minato-ku, Tokyo 108-0073,
Japan
E-mail: twr2016@issjp.com

10th International Conference on Trends in Welding Research 
& 9th International Welding Symposium of Japan Welding Society (9WS)

■10th International Conference on Trends in Welding Research & 9th International Welding
Symposium of Japan Welding Society (9WS)

■会員専用ページ「マイページ」の開設について
■一般社団法人溶接学会第 84回通常総会並びに平成 28年度春季全国大会開催通知
■平成 28年度溶接学会春季全国大会シンポジウムのご案内
■溶接学会全国大会講演概要のデジタル化のお知らせ
■平成 28年度春季全国大会講演概要の頒布について
■平成 28年度秋季全国大会「研究発表」講演募集
■平成 28年度秋季全国大会ポスター発表募集
■溶接学会全国大会講演分類
■全国大会講演概要原稿執筆要領
■Guide to Preparation of manuscript for the National Meeting
■全国大会講演プログラム校正について
■全国大会における液晶プロジェクターの利用について
■平成 28年度秋季全国大会フォーラム講演論文募集
■WEB掲載の溶接学会論文集 34巻（平成 28年度）の印刷物の購入について
■「先進観察技術活用研究会」アドホック研究会　会員募集
■国際溶接学会（IIW）2016年次大会（第 69回）のご案内
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溶接学会の個人会員各位には，7月初旬に「会員専用ページに関
する重要なお願い」を郵送させていただいています．必ずご一読く
ださい．
このたび溶接学会では会員サービスの一環として，個人会員各位
を対象とした会員専用ページ「マイページ」を新たに開設いたしま
した．
マイページでは，ご自身の会員情報を管理していただけるととも
に，各種サービスのご利用が可能となります．
まずは，郵送のマニュアル「初回ログイン時にしていただくこ

と」をご参考に，マイページにアクセスしていただき，下記の操作
（約 5～10分）をお願いいたします．
①ログイン → ②会員情報確認・変更 → ③パスワード変更 →
④マイページ内の完了ボタン（会員情報等変更の有無にかかわら

ず必ず押してください）

なお，マイページの URLは，member.jweld.jp/mypage ですが，
溶接学会 HPからもログインできます．

会員番号とパスワードは，大切にお控えください．
また，E-mailアドレスは，重要な連絡や ID等として必須となりま
すので，会員ご本人が常時ご使用の PC用 E-mailアドレスを必ず
マイページにご登録ください．
（マイページに登録された E-mailアドレスが正しいかご確認くだ
さい）

ご協力の程よろしくお願い申し上げます．

会員専用ページ「マイページ」の開設について

一般社団法人溶接学会第84回通常総会並びに平成28年度春季全国大会開催通知

第 84回通常総会並びに平成 28年度春季全国大会を下記の通
り開催いたします．

【第 84 回通常総会】

日　時：平成 28年 4月 13日（水）10：15～12：00（予定）
場　所：ATC（アジア太平洋トレードセンター）O's 南 6階

議　題：平成 27年度事業報告，平成 27年度決算報告，
（報告）平成 28年度事業計画，平成 28年度収支予算

【平成 28 年度春季全国大会】

期　日：平成 28年 4月 12日（火），13日（水），14日（木）
場　所：ATC（アジア太平洋トレードセンター）O's 南 6階

講演会プログラムはホームページに掲載いたします．
http://jweld.jp/index.html

全国大会参加費：（概要ダウンロード権を含む）
正員・賛助員 10,000円（不課税） 学生員　5,000円（不課税）
非会員（学生）10,000円（税込） 非会員（学生以外）20,000円（税込）

1.主　題：「SIP革新的構造材料プロジェクト：マテリアルズイン
テグレーションにおける溶接・接合技術の展開」

2.座　長：田中　学（大阪大学）

3.日　時：平成 28年 4月 12日（火）14：15～17：00

4.場　所：アジア太平洋トレードセンター（ATCホール）
O's南 6階　全国大会第 1会場

大阪府大阪市住之江区南港北 2-1-10

5.講演プログラム
（1）マテリアルズインテグレーションシステム（60分）
「マテリアルズインテグレーション（MI）システム開発の
プロジェクト概要」
東京大学　○小関敏彦

「MIプロジェクトにおける組織予測システムの開発」
東京大学　○糟谷　正

「MIプロジェクトにおける性能予測システムの開発」
東京大学　○榎　学

休憩（15分）

（2）溶接部性能保証のためのシミュレーション技術の開発（60分）
「溶接部性能保証のためのシミュレーション技術の開発プロ
ジェクトの研究概要」
大阪大学　○廣瀬明夫

「溶接熱源のモデル化とそれによる溶融池形成予測技術の
開発」
大阪大学　○浅井　知

「凝固・組織変化を伴う溶接部の特性予測技術の開発」
大阪大学　○才田一幸

「溶接継手の性能予測技術の開発」
大阪大学　○大畑　充

（3）総合討論（30分）

平成28年度溶接学会春季全国大会シンポジウムのご案内
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１．全国大会講演概要がデジタル化されました
平成 27年度春季全国大会より全国大会講演概要がデジタル化

されました．全国大会運営委員会では，学会員の皆さんにとって
魅力のある全国大会を目指し，議論を重ねて参りました．その第
一弾は，平成 25年度秋季大会より開始しました「ポスターセッシ
ョン」です．また，続く第二弾は，平成 26年度春季大会より開始
しました「優秀な口頭発表に対するエクスプレス投稿の特典贈呈」
です．そして，今回，第三弾として，講演概要のデジタル化を実
施いたしました．
タブレット端末やスマホなどモバイルツールが普及する今日，

何時でも何処でも気軽に講演概要の内容をチェックしていただ
けるとともに，図表がカラーとなりますので，より一層，内容の
理解も容易に深まるものと思います．
全国大会運営委員会では，「いいね！全国大会」をスローガンに，
新たに第四弾，第五弾の魅力あるサービスを考えて参りたいと思
います．デジタル化に伴い講演概要の取り扱い，講演概要の配布
方法，全国大会参加登録方法が変わりましたので，以下にご案内
申し上げます．

２．デジタル講演概要の配布方法
配布方法はホームページからのダウンロードのみとなります．

従前の冊子など印刷物としての配布は廃止いたしました．ダウン
ロードができる期間は，全国大会開催の 1ヶ月前から J-Stage公

開日迄です．
●会員，賛助会員 後述の全国大会参加登録を完了いただいた際
に，デジタル講演概要のダウンロードサイトのホームページア
ドレスとパスワードを E-mailでお知らせします．

●非会員 後述の全国大会参加登録を完了いただいた際に，抄録
集のダウンロードサイトのホームページアドレスとパスワー
ドを E-mailで送付します．講演概要のダウンロードサイトのホ
ームページアドレスとパスワードは，全国大会会場での受付の
際にお知らせします．

３．平成 28年度春季全国大会　参加登録期間

平成 28年 3月 14日（月）14：00～全国大会当日

４．参加登録
http://www.jweld.jp/

登録の際に「会員番号」が必要です．事前にご確認の上，お手
元にあらかじめご用意ください．
会員番号は溶接学会誌送付状宛名欄に記載されている 7桁の

数字です．

５．参加登録方法
参加登録は事前に上記ホームページで行ってください．概要集
のデジタル化に伴い，参加費に講演概要の閲覧・取得も含まれる
ようになりました．従前のように，参加費と講演概要購入費が別々

になっておりませんので，ご注意ください．参加費は，正員・賛
助員 10,000円，学生員 5,000円，非会員（一般）20,000円，非
会員（学生）10,000円です．従前の参加費と講演概要購入費の合
計金額よりも割安になってお得になりました（非会員を除く）．
参加費の支払い方法につきましては，従前どおりです．全国大

会開催中の受付で現金のみの支払いとなります．また，参加登録
後の取消しは認めません．参加登録後，諸事情にて大会会場に来
場できない場合には，代理の方に参加費の支払いをしていただく
か，後日，学会へ直接お支払いいただくことになります．なお，
講演者は，講演登録と同時に自動的に参加登録を行った扱いとな
りますので，別途，参加登録は不要です．講演概要が公開された
際にデジタル講演概要のダウンロードサイトのホームページア
ドレスとパスワードを E-mailでお知らせします．
以下にデジタル化に伴う参加登録，講演概要ダウンロード，J-

Stage公開までの時間的な流れを図示しました．

＜＜＜　ご注意ください！！　＞＞＞＞
●紙書籍の全国大会講演概要は発行しません
デジタル化に伴い，紙書籍の講演概要は発行いたしません．ま
た，全国大会会場での印刷サービスはございませんので，紙面
への印刷は予めご自身でご用意ください．
（大会終了後，希望者へ別売にて印刷版講演概要を販売予定で
す．ご希望される方は，下記会告「平成 28年度春季全国大会講

演概要の頒布について」をご参照ください）
●会場でのインターネット接続サービスはありません
会場でインターネット接続をご希望の方は，モバイル通信が可
能な携帯端末などをご自身でご用意ください．会場にお越しに
なる前にデジタル講演概要をダウンロードし，携行するパソコ
ン，タブレット端末，スマホなどに保存されるか，またはご自身
で印刷してご持参されることを推奨します．

●講演概要の閲覧のみのサービスは提供しておりません
講演概要のダウンロードサイトでの事前閲覧および全国大会当
日の閲覧は，全国大会の参加登録を行った方々のみ可能となり
ます．すべての講演概要は大会終了 2ヶ月後以降 J-Stageで一般
公開されますので，全国大会に参加しない方々は J-Stageを利用
して講演概要を閲覧ください．

*J-Stage：独立行政法人科学技術振興機構（JST）が運営する総合学
術電子ジャーナルサイト

溶接学会全国大会講演概要のデジタル化のお知らせ
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平成 27年度春季全国大会より講演概要はデジタル化され，配布
方法はホームページからのダウンロードのみとなり，従来のよう
な大会前，大会当日の販売は廃止いたしました．
ただし，印刷版の全国大会講演概要は大会終了後，希望者へ別売
にて提供させて頂きます．
購入を希望される方は下記要領にてお申し込みくださいますよ

うお願いいたします．

平成 28年度春季全国大会講演概要

価　　格： 12,000円（税・送料込）
発送時期： 平成 28年 6月下旬頃

【申込方法】

「書籍名」「ご連絡先」「お名前」「冊数」をご明記の上，FAXにて
お申し込みください．折り返し，請求書をお送りいたします．

一般社団法人溶接学会　全国大会運営委員会　宛

F A X：03-5825-4331

申込締切：平成 28年 4月 28日（木）
入金締切：平成 28年 5月 31日（火）
なお，入金締切日までにご納入がない場合ご注文はキャンセルと
させていただきます．

平成28年度春季全国大会講演概要の頒布について

平成 28年度秋季全国大会を下記のとおり開催いたしますの
で，この大会で「研究発表」講演をご希望の方は申込要領に従っ
てお申込ください．
申込及び原稿提出は，インターネット利用のみとなります．
研究発表に関する募集要項，講演分類，原稿執筆要領（和文，
英文），講演プログラム校正，フォーラム論文募集，液晶プロジェ
クターの利用について等講演及び大会に関する情報については，
本誌会告及び本会ホームページに掲載いたしますので，ご確認下
さい．
また，原稿締切から概要発行までぎりぎりの時間しかありませ
んので，期限切れ及び不備な原稿は不本意ながら講演をお断りす
ることになりますのであらかじめご了承ください．

◇－－－－－－－－－◇

開催期日：平成28年9月14日（水），15日（木），16日（金）

開催場所：伊香保温泉（群馬県）HOTEL天坊

－講演申込募集－

1. 申込期間：平成 28年 4月 25日（月）12：00～

平成 28年 5月 23日（月）14：00

2. 講演資格：講演者は正員（学生員も認める）でなければなり
ません．共著者はその限りではありません．

3. 申込方法：学会ホームページへアクセスして，画面上からお

申込み下さい．また，下記講演登録料をご納入ください．同
一大会での連続報告は 2報までですのでご注意ください．
◎講演登録料：1件について 8,000円をご納入ください．送
金は銀行振込でお願いいたします（振込口座は申込受付時
にメール送信いたします）．登録料は講演申込が取り消され
ても返却いたしませんのでご了承ください．

※大会参加費は下記料金を大会当日，現金にてお支払い下さい．

4. 原稿（PDF）提出期間：
 平成28年6月23日（木）12：00～7月14日（木）14：00

5. 講演概要原稿：本会「全国大会講演概要原稿執筆要領」に従
って作成してください．

6. 発表時間：講演 10分，討論 5分

7. 講演申込の確認：申込を受付けますとただちに受付番号を
送信いたします．

8. 講演申込の取り消しについて
講演申込締切り後ただちにプログラム編成を行います．プロ
グラム編成後の取り消しは他の講演申込者に多大の迷惑を
及ぼしますのでくれぐれも慎んで下さい．

（注意事項）

①講演概要のデジタル化に伴い全ての一般講演は，大会 1ヶ月前
に WEB公開されます．また，大会終了の 2ヶ月後に J-Stageで
公開されます．講演概要への非掲載や J-Stageでの非公開を希
望する講演はいっさい受付いたしません.

②上記申込受付及び原稿提出期間を過ぎますと受付システムの
利用は不可能となります．時間に余裕を持ってご利用ください．
なお，詳細な情報は学会 HPにて確認してください．

③原稿のファイル形式は，PDF形式のみ受付ます．PDFのファイ
ルサイズの上限は，3MBです．
PDF原稿を作成する際は，PDFをプリントアウトする等，文字，
写真等の品質をあらかじめ確認して下さい．
また，原稿提出期間後の原稿差し換えはいっさい受付いたしま
せんので，提出前にあらかじめ確認してください．

④PDF原稿提出時に申込時の受付番号とパスワードが必要にな
りますので忘れずに保管してください．

平成28年度秋季全国大会「研究発表」講演募集
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当学会では，多くの研究者の方々に講演大会でのディスカッ
ションの機会を提供するために，ポスターセッションを開催し
ます．実施方法は以下の通りです．

開催期日：平成 28年 9月 14日（水）（全国大会 1日目）（予定）
開催場所：伊香保温泉（群馬県）HOTEL天坊

― 発表申込募集 ―
1. 申込期間：平成 28年 4月 25日（月）12：00～7月14日（木）

14：00（一般講演とは申込期間が異なります）
ただし，会場の制約により，申込数が既定数（50件程度を予
定）に達した場合は期限までに締め切る可能性があります．

2. 発表資格：発表者は会員（正会員，学生員）であること．年
齢制限はありませんが，優秀ポスター発表賞の審査対象は
35歳以下の発表者となります．

3. 申込方法：学会ホームページへアクセスして，画面上からお
申込みください．一般講演と同じ内容で発表される場合は，
講演と同時申込みが可能です．お申し込みに際して，次の項
目が必要となりますので，事前にご準備ください．
（ア）連絡者情報（氏名・ふりがな，所属，郵便番号，住所，

電話番号，E-mailアドレス）
（イ）発表情報（日本語題目，英語題目）

（ウ）発表者情報（日本語氏名・ふりがな，英語氏名，所属，
会員番号）

（エ）要旨（全角 140字以内）およびキーワード
4. 発表概要原稿：特にご準備いただくことはありませんが，上
記 3のうち，題目，発表者情報（氏名と所属），キーワード，
要旨をポスターセッション概要として全国大会講演概要集
に掲載（WEB公開）いたします．

5. ポスター発表登録料：8,000円（税込）（ただし，同一内容に
て一般講演での発表登録もした方は講演登録料 8,000円の
みのお支払い）

6. 発表申込みの確認：申込みを受け付けますとただちに受付
番号を発行し，送信いたします．ただし，既定数（50件程度

を予定）に達した場合は，ポスター発表のみでお申込の方を
優先して受付いたします．申込期間終了後に発表の可否をあ
らためて通知いたしますのでご了承ください．

7. 発表申込みの取り消しについて：申込み〆切後ただちにプ
ログラム編成と概要集作成を行います．〆切後の取り消しは
他の発表者に多大の迷惑を及ぼしますのでくれぐれも慎ん
でください．発表申込みが取り消されても登録料は返却いた
しませんのでご了承ください.

― 発表方法 ―
1. 発表時間：Plenaryのポスターセッションは 2時間程度で
す．詳細は大会プログラムに記載されます．

2. ポスター形式：ポスターのサイズは受付後に別途ご連絡い
たします．なお，ポスターボードの前には，原則，机は置け
ません．

3. ポスターの展示：大会 1日目のお昼休み終了時までにプロ
グラムに記載されたポスター番号のボードに展示してくだ
さい．また，Plenaryポスターセッション終了時にポスターを
撤去してください．

― 溶接学会員のみなさん，
学界，業界を問わず奮ってご参加ください ―

● ポスターセッションは Plenaryで行い，多くの参加者と
ディスカッションが可能

● 35歳以下の研究者を対象とした優秀ポスター発表賞を
溶接学会会長名で表彰

● 表彰者を学会誌「溶接学会誌」に紹介

平成28年度秋季全国大会ポスター発表募集
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溶接学会全国大会講演分類

・講演エントリー時に，下記の4分類から1つずつご選択ください．
・適当な分類がない場合は，「*－0 該当なし」をご選択ください．
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講演概要は，提出された原稿をそのままWEB公開しますので，原
稿は必ず下記要領に従ってください．
なお，この要領に記載していない事項については，「溶接学会投
稿規定及び執筆要領」に従ってください．

1. 原稿用紙
本会所定（又は，指定フォーマット）のものに限ります．
1ページ目は，題目，勤務先（研究場所），氏名，英文タイトル，
英文著者名，キーワード，本文などの記入用の用紙（A）を使用
してください．

2. 原稿の長さ
題目（和英両文），勤務先，著者名（和英両文），キーワード（和
英両文）本文，図表及び写真を含めて，原稿用紙 2枚（A, B）に
できるだけ余白を残さずに書いてください．
字数は，40字×37行×2枚＝2,960字（タイトル等に約 360字，
本文は約 2,600字）です．

3. 原稿の書き方
イ．題目，勤務先，著者名，キーワード
原稿用紙（A）の所定の場所にそれぞれのレイアウトを考えて書
いてください．
題目はできるだけ簡潔に願います．
（副題をつけるときは溶接学会執筆要領に従い間違いのないよ
うに記載して下さい）
著者連名の場合は，講演をする著者名の頭に○印をつけてくだ
さい．
英文タイトル及び著者名は，次の例のように書いてください．
Study on Plasma Welding

by Fuyuhiko Akiyama and Haruki Natsukawa
キーワードは次の例のように 3～5ワード書いて下さい．

キーワード：アーク，凝固，割れ，疲労
Keywords: arc, plasma, physics

ロ．本　文
原稿用紙（A）12行目から（B）いっぱいに原稿用紙のコマに合
わせて黒色で書いてください．また，用紙の枠いっぱいにコマ
数（40字×37行）だけ打ってください．（全体の字数が超過し
なければ，行数，一行の字数の多少の変動はかまいません）
文字，図表は鮮明に書いてください．
レイアウトに際しては，概要集全体の体裁を考えて，行頭，端
末の不揃いや枠のはみ出し・余白がないよう十分に注意して
ください．
文字の大きさは，大き過ぎあるいは小さ過ぎることのないようご注
意願います．
ハ．図表及び写真
図表及び写真は，関連する本文の近い場所に貼付してください．
図表挿入の際はくれぐれも枠をはみ出さないようご注意願い
ます．
図表及び写真には，Fig. 1, Table 1などのように番号を付し，表
題，説明（Caption）は英文で書いてください．（写真は Photoで
なく Fig. としてください）

4. 校　正
校正は（著者，編集者とも）いたしませんから，誤字，脱字の
ないよう原稿の時点で十分注意してください．

5. 原稿の提出
提出期間内に PDF（原稿）を学会ホームページよりアップロー
ドしてください．原稿提出期限を過ぎますと画面が閉鎖されア
ップロードできなくなりますので充分ご注意ください．

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

概要原稿（テンプレート）が本会ホームページに用意されていますのでご利用ください．

全国大会講演概要原稿執筆要領 ̶PDF原稿のみとなります．̶
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Manuscripts for the national meeting of JWS should be made
with the manuscript papers designated by JWS.

Manuscripts are photographed without any proof-reading and
published as “Preprint of the National Meeting of JWS”.

1. Manuscript papers
The manuscript papers designed by JWS are available from JWS

office.
The manuscript papers consist of two sheets, marked A and B, in

A4 size. Letters and drawings on the sheets disappear in the
printing operation.

2. Length of manuscripts
Title, authors names, affiliations, keywords, text,  figures,  tables,

photographs, references etc should be written on the two sheets,
more precesely within the outer frame drawing on the sheets.

3. Instruction for preparation
Manuscripts should be made clearly with a type writer or word

processor with black ink.
Figures and tables should be clear even after the reduction for

printing.
a) Title, names, affiliations
Title should be filled in the designated place of the sheet A.

Authors names and affiliations should be filled in the lines between
3 and 7 of the sheet A.

Title is recommended to be informative and brief. Authors
names are full first names followed by the initial of middle and
family names. Affiliation is the name of the organization author is
working with. Speaker is identified with a circle in the front of
name.

Keywords (3～5 words) should be noted
b)  Text
Text begins at the line 12 of the sheet A. Letters should be

larger than 10 point. Line space is single. Text shall be arranged
within the outer frame drawing on the sheets. Trade names should
not be used.

c) Tables and figures
Tables and figures should be typed directly or adhered to the

sheets within the outer frame drawing on the sheets. Photograph
is classified as a figure. Tables and figures have the consecutive
numbers and captions. Quantity is given in Sl units.

4. Proofreading
Proofreading is not given by the editor�

～～～～～～～～

～～～～～～～～

Guide to Preparation of manuscript for the National Meeting
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ホ−ムペ−ジ上で大会プログラムの校正刷りを公開しますの
で，ご確認のほどお願いいたします．

記
1. 校正開示

大会プログラムの版下が完成後，講演者宛に E メールにてご
通知いたします．（校正刷りの郵送はいたしません．）万一事故等
により E メールが未着の場合にも，6 月下旬には開示いたしま
すのでご利用ください．
また，正式プログラム公開後の修正はいたしませんのでご留

意ください．
2. 使用ソフト

アドビ社製アドビリーダー．バージョン 4.0 以上（ウィンドウ
ズまたはマッキントッシュ対応）

無料ダウンロードアドレス
http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep.html

また，現在アドビリーダー バージョン 3.0の方は 4.0にアッ
プグレードしてください．

3. 開示場所 http://www.jpp.co.jp/yosetu

4. 校正方法

開示場所にて閲覧し，ダウンロードのあとプリントアウトして
ください．該当箇所を校正のうえ溶接学会宛 FAX（03-5825-

4331）にて送信ください．Eメ−ルでの送信はご遠慮ください．
5. アドビリーダーの操作に関する問い合わせ先

日本印刷出版㈱　クリエイトグループ
Tel: 06-6441-0075 E-mail: kobayasi＠jpp.co.jp

全国大会運営委員会全国大会講演プログラム校正について
̶ホームページ上での校正のみとなります．̶

全国大会において，液晶プロジェクターの利用を希望される方
は，下記の事項を遵守ください．
なお，パソコンは，発表者が各自ご持参ください．

記
全国大会運営委員会で準備する機器
1)  液晶プロジェクタ

発表者の準備するもの
1)  パソコン
2)  パワーポイントで作成した発表用のファイル

※休憩時間の間にパソコンの動作確認をしてください．
※講演中の操作は講演者側でお願いします．

全国大会における液晶プロジェクターの利用について 全国大会運営委員会

平成28年度秋季全国大会フォーラム講演論文募集

主　題：レーザ加工における基礎・応用の現状と次世代技術
座　長：川人洋介（大阪大学接合科学研究所）

村田隆行（川崎重工業㈱　システム技術開発センター）
本田博史（国立研究開発法人物質・材料研究機構　

先進高温材料ユニット）
日　時：平成 28年 9月 15日（木）13：00～17：00 （詳細未定）
場　所：伊香保温泉（群馬県）HOTEL天坊

（群馬県渋川市伊香保町 396-20）

趣　旨：

高密度エネルギー加工の代表のひとつであるレーザ加工を取
り巻くものづくりの環境は，環境問題やグローバル化によって劇
的な変化している．さらに Industry4.0等の新潮流による変化も予
想される．特に，3Dプリンタやレーザ肉盛り溶接（指向性エネル
ギー堆積）を含む Adaptive manufacturingによる生産革新は大き
な関心事項である．また，レーザ加工は，各種加工法のなかで，シ
ステム化・ロボット化・自動化・省力化が容易であることから，
自動車をはじめ各種産業分野において利用が拡大している．この
ような背景から，レーザ加工は次世代の日本のものづくりの基盤
技術や最先端技術を担うことが期待されている．そこでは，光と
物質の相互作用にフォーカスをあて，従来の光の熱的な相互作用

の効率的な利用だけでなく，光の物理・化学的作用を取り込んだ
革新的な加工原理の研究開発が重要となる．
本フォーラムでは，今後の溶接工学・接合科学におけるレーザ
加工のイノベーションとものづくりの更なる展開・発展を計る
ため，レーザとその周辺機器，レーザ加工の研究開発状況と応用
例，実用化の動向などについて幅広くお互いに紹介し合い，今後
の応用展開に向けて情報交換・意見交換を行う場としたい．

申込方法：

著者名，タイトル，概要（200 字程度），所属，連絡先を明記し
た上，メール（jws-ym@kt.rim.or.jp）またはファックス（03-5825-

4331）にて，溶接学会事務局へお申し込み下さい.

申込締切日：平成 28年 3月 22日（火）
講演採否：

お申込いただいた講演の採否は直接申込者にお知らせ致します.

原稿締切日：平成 28年 7月 7日（木）
（採択された講演者には，所定の書式に従って作成した原稿を，
締切日迄に提出していただきます．提出いただいた原稿は，溶接
学会全国大会講演概要集（WEB版）に掲載致します．なお．講演
時間は，1件約 20分～30分程度を予定しています．原稿作成方法
などの詳細は座長より連絡致します．）
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WEB掲載の溶接学会論文集34巻（平成28年度）の印刷物の購入について

溶接学会論文集は，平成 19年１月より印刷物での発刊に代わ
ってホームページ上にて WEB版として発刊されております．
印刷物にて一年分を纏めたものを購入される会員各位は，会

員特価にて下記により，平成 28 年 11 月末日までにお申込み下
さいますようお願いいたします．

溶接学会論文集 34巻（平成 28年度）
価 格：溶接学会会員特価 7,500円／年１冊（外税）
送 料：500円（外税）
発行時期：平成 29年 1月下旬頃

送 付 先：学会誌発送登録先

【申込先】

申込時に「会員番号」「お名前（会員名）」「冊数」「ご連絡先」を
ご明記の上，FAX にてお申込み下さい．折り返し，請求書をお送
りいたします．

一般社団法人溶接学会　事務局　会員係　宛

F A X：03−5825−4331

申込締切：平成 28年 11月 30日

入金締切：平成 28年 12月 31日

尚，入金締切日までにご納入がない場合ご注文はキャンセルと
させていただきます．

上記以外でご購入を希望される方は，日本印刷出版株式会社（TEL 06−6441−0075 FAX 06−6443−5815）へ直接ご注文下さい．
定価　15,500円／冊　税込・送料別

会員以外の方の申込締切：平成 29 年 3 月 31 日

「先進観察技術活用研究会」アドホック研究会　会員募集

1. 趣　旨

近年の観察技術の進歩は著しく，特に従来困難であったスケー
ルもしくは時分割で，多くの情報を取得することが可能となって
います．量子ビーム（放射光・中性子）施設の一般ユーザの利用，
ハイスピードカメラによる二次元温度測定，ミクロスケールでの
結晶方位解析などが，その良い例です．しかしながら，これら先進
観察技術へのファーストコンタクトを提供する機会は決して多い
とはいえず，コーディネータ的役割をする機会が必要となってい
ます．本研究会はその機会を供給する，つまり研究会参加者と各施
設・装置関係者をつなぐ役割を目指し，溶接学会員の研究力のさ
らなる向上に資することを目的としています．
そのため，研究会幹事には，量子ビーム施設関係者や，二次元温
度測定のエキスパートにご参加いただき，上記意図に沿った企画
の実施にご協力いただく段取りとなっております．先進観察技術
と溶接学会員をつなぐ中継拠点として機能することを目指し
ます．

2. 内　容

放射光施設，中性子施設の利用促進部等と連携し，利用計画・申
請・準備等に関する具体的な方法論を身につける，また実施例を
勉強するためのセミナーを開くことを予定しています．また，ハイ
スピードカメラによる二次元温度測定（溶接プロセス観察）デモに
関するセミナーも企画しています．
本研究会は，関連セミナーの紹介，セミナー企画，研究相談拠点

の設置，を通じて，研究会委員の先進観察技術活用を可能な限り支
援，継続的な関係構築をサポート致します．
平成 28年 2月 1日には，研究会活動第一弾として，SPring-8利

用推進協議会　研究開発委員会主催の第 11回金属材料評価研究

会の協賛を行います．

3. 研究期間

平成 28年 1月～平成 28年 12月

4. 組　織

主査：寺崎　秀紀（熊本大学） 副査：瀬知　啓久（鹿児島県
工業技術センター）

幹事：小溝　裕一（高輝度光科学研究センター），篠原　武尚
（日本原子力研究開発機構），菖蒲　敬久（日本原子力研
究開発機構），山本　元道（広島大学），

委員：浅井　知（阪大），大畑　充（阪大），梶原　堅太郎（高
輝度光科学研究センター），上月　渉平（JFE），佐藤　裕
（東北大），佐野　智一（阪大），田中　学（阪大接合研），
中西　省太（IHI），西川　宏（阪大接合研），松田昇一
（琉大），望月　正人（阪大）

5. 参加資格

・溶接学会員である方が望ましい

6. 申込方法

氏名・所属・部署・署名・連絡先（住所・TEL・E-mail）・専門
分野を記載し，電子メールにて下記までご連絡ください．

寺崎秀紀（熊本大学大学院自然科学研究科　教授）
E-mail: terasaki@mech.kumamoto-u.ac.jp
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国際溶接学会（IIW）2016年次大会（第69回）のご案内

本年度 IIW年次大会が下記のとおり開催されますのでご案内
いたします．
日本からの参加者は，IIW加盟団体である日本溶接会議（JIW）の
参加承認を受けてください．JIWは溶接学会並びに日本溶接協会
にて構成されており，参加には両学協会の会員であることが必要
です．
IIWへの参加登録申込みは，直接 http://www.iiw2016.com/にア
クセスし，ご登録下さい．
IIWへの参加登録と同時に，JIW宛申込用紙を，JIW事務局宛
お送りください．（JIW宛申込用紙は，溶接学会ホームページか
ら入手できます．）
なお，IIW参加費とは別に下記の「JIW参加費」が必要です．（た

だし，IIW役員・委員長，Delegate，学生は免除されます．）

JIW参加費：中立機関￥10,000，企業￥30,000

会　場：メルボルン（オーストラリア）
会　期：2016年 7月 10日（日）～7月 15日（金）

公開研究集会(International Conference)

主題

「From Concept to Decommissioning – The Total Life

Cycle of Welded Components」（7月 14日～15日）
JIW事務局：一般社団法人溶接学会内　担当　石丸

E-mail: ishimaru@tg.rim.or.jp

〒101-0025東京都千代田区神田佐久間町 4-20

TEL：03−5825−4073

FAX：03−5825−4331

溶接学会誌　　第 85 巻　　第 2 号

発 行 所　　一般社団法人 溶　接　学　会

〒 101-0025　東京都千代田区神田佐久間町 4丁目 20 番地

電話         03（5825）4073

FAX         03（5825）4331

振替口座   00180 - 7 - 143434 番
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